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市　    報
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注目情報 今号記載の各事業・
イベント等について

　新型コロナウイルス感染症の感染拡
大の状況により、今号に掲載している
各事業・イベント等が中止または延期
される場合があります。最新の情報は、
各問合せ先へご確認ください。

新型コロナウイルス感染症に関する問合せ かかりつけ医がある場合は、まずは
かかりつけ医に相談してください。

２月２日現在

ファクス03-5388-1396
聴覚に障害のある方等、
電話での相談が難しい方向けの相談窓口

☎0570-550-571〔午前９時～午後10時(土・日曜日、祝日を含む)〕
不安に思う方（感染予防法が知りたい、感染したかもしれない）
東京都新型コロナコールセンター

☎03-5320-4592〔24時間対応（土・日曜日、祝日を含む)〕
かかりつけ医がない場合で発熱等の症状が生じた方

東京都発熱相談センター

引き続き感染症対策の徹底をお願いします

市内に居住されている方の感染状況

　令和 3年 1月における市内に居住されている新規感染者数は 159
人で、前月比で大幅な増加となりました。また、令和２年４月～
令和３年 1月末日の累計患者数は、259 人でありました（右の棒
グラフ参照）。

月別新規感染者数の推移
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　市内に居住され
ている感染者を年
代別に見てみると、
特に 30 歳代以下の
若い方が全体の約
5 割を占めている
ことがうかがえま
す（右の円グラフ
参照）。
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　市内においても、新型コロナウイルス感染症患者の発生が続いており、依然として収束
していません。感染症の拡大を防止するためには、一人ひとりの意識や行動が重要です。
不要不急の外出を控え、マスクの着用やこまめな手洗いなど、引き続き感染症対策の徹底
をお願いします。
▷問合せ　市立保健センター☎ 042-565-5211 まで。

年代別感染者数（令和３年１月）

※�東京都が区市町村別新規感染者数の公表を開
始した令和 2年 4月 1日以降の人数

　新型コロナウイルス感染症対策として、不要不急の外出を控えてください。また、マスクの着用、手洗いの徹底、こ
まめな換気、３密（密閉・密集・密接）の回避、人と人との距離の確保をお願いします。

手洗いマスク着用 換気 人と人との距離の確保3密回避外出控え

緊急事態宣言の期間が延長されました

新型コロナウイルスの
ワクチン接種について

　市では、現在、国からの通知を基に医
療機関と連携した接種体制の確保に向けて
準備を行っています。詳細が決まり次第、
市報や市のホームページなどでお知らせし
ます。

新型コロナウイルス感染症

２面：市民税・都民税、所得税の申告はお早めに ３面：成年後見制度の利用を考えてみませんか ４面：子ども予防接種週間
５面： 休日保育をご利用ください 　６・７面：情報マップ・歯科医師会コーナー 　８面：ハミングホール・国民年金だより



　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

４
月
１
日
現
在
の
バ
イ
ク
・
軽

自
動
車
等
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
譲
渡
や
廃
棄
を
し
た

時
は
、
お
早
め
に
変
更
・
廃
車

　

日
本
語
を
用
い
て
外
国
人
の

日
本
語
学
習
を
支
援
す
る
、
日

本
語
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
初

級
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

日
本
語
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
市
民

※
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
等
で
積
極
的
に
活
動
す
る
意

　

東
大
和
市
消
防
団
及
び
団
員

の
方
々
が
、
次
の
と
お
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。
こ

れ
か
ら
も
地
域
防
災
の
た
め
、

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

〇
東
京
都
知
事
表
彰

・
消
防
褒
賞　

第
三
分
団
分
団

長
尾
崎
聡
義
、
第
五
分
団
分
団

長
内
野
陽
介

〇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
永
年
勤
続
表
彰
30
年　

第
七

分
団
団
員
上
岡
幸
典
、
第
五
分

団
団
員
内
野
博
久

〇
東
京
都
消
防
協
会
長
表
彰

・
優
良
消
防
団
表
彰　

東
大
和

市
消
防
団

・
功
労
表
彰　

第
三
分
団
分
団

長
尾
崎
聡
義

・
優
良
表
彰　

第
一
分
団
副
分

団
長
藤
原
隆
、
第
三
分
団
副
分

団
長
池
田
剛
、
第
四
分
団
副
分

団
長
中
村
朋
弘

〇
東
京
都
三
多
摩
消
防
団
連
絡

協
議
会
長
表
彰

・
優
良
表
彰　

第
六
分
団

階
）・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

【
軽
四
輪
車
・
軽
三
輪
車
】
軽

自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管
事

務
所
多
摩
支
所
☎
050
─
３
８
１

６
─
３
１
０
４
へ
。

【
軽
二
輪
（
125
㏄
超
250
㏄
以

下
）・
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
250

㏄
超
）】東
京
運
輸
支
局
多
摩
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
☎
050
─

５
５
４
０
─
２
０
３
３
へ
。

ー
プ
の
紹
介

▽
講
師　

新
山
忠
和
氏
（
千
駄

ヶ
谷
日
本
語
教
育
研
究
所
）

※
初
級
修
了
者
は
、
３
月
10
日

㈬
午
後
２
時
～
４
時
に
開
催
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

対
象
の
中
級
講
座
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
初
級
申
込
時
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
22

日
㈪
ま
で
に
地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

分
団
団
員
佐
藤
亮

・
永
年
勤
続
表
彰
15
年　

第
五

分
団
分
団
長
内
野
陽
介
、
第
五

分
団
部
長
髙
石
元
嗣
、
第
七
分

団
団
員
高
山
永
吾
、
第
二
分
団

団
員
木
村
仁

・
永
年
勤
続
表
彰
10
年　

第
六

分
団
班
長
石
井
康
真
、
第
二
分

団
班
長
川
嶋
康
太
、
第
三
分
団

班
長
五
十
嵐
宏
樹
、
第
三
分
団

団
員
関
根
崇
、
第
六
分
団
団
員

内
野
賢
造
、
第
四
分
団
団
員
石

川
真
、
第
一
分
団
団
員
門
屋
昭

譽
、
第
四
分
団
団
員
岸
貴
宏
、

第
一
分
団
団
員
浅
川
皓
貴
、
第

三
分
団
団
員
原
口
力
哉
、
第
四

分
団
団
員
五
十
嵐
智
広

・
精
勤
表
彰　

21
人

・
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
5

人▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

▽
日
時　

２
月
17
日
㈬
午
前
11

時
頃

▽
放
送
対
象
地
域　

市
内
全
域

※
当
日
の
午
前
10
時
45
分
頃
、

防
災
行
政
無
線
及
び
東
大
和
市

安
全
安
心
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
、

訓
練
実
施
に
つ
い
て
事
前
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
訓
練
は
国
が
全
国
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
、
他
の

地
域
で
も
同
様
の
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
３
ま
で
。

付
）
が
で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
郵
送
請
求
や

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
１
ま
で
。

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
申
請

等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
通
知
は
、
医
療
費
控
除

の
申
告
手
続
き
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
控
除

の
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
３
０
ま
で
。

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
盗
難
で
廃
車
す
る
場
合
は
、

必
ず
警
察
に
届
出
を
行
い
、
受

理
番
号
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
車
種
に
よ
り
、
手
続
き
先
が

異
な
り
ま
す
。

▽
手
続
き
・
問
合
せ

【
原
動
機
付
自
転
車
（
125
㏄
以

下
）・
ミ
ニ
カ
ー
・
小
型
特
殊

自
動
車
】
課
税
課
（
市
役
所
１

欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
６
日
㈯
午
後
２

時
～
４
時
15
分　

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
内
容　

日
本
語
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識
、
市
内
日

本
語
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

〇
東
京
都
北
多
摩
地
区
消
防
団

連
絡
協
議
会
長
表
彰

・
功
績
分
団
表
彰　

第
一
分
団
、

第
四
分
団
、
第
五
分
団
、
第
六

分
団
、
第
七
分
団

・
功
績
団
員
表
彰　

第
一
分
団

分
団
長
神
田
貴
寛

・
優
良
分
団
表
彰　

第
一
分
団
、

第
三
分
団

・
優
良
団
員
表
彰　

第
五
分
団

分
団
長
内
野
陽
介
、
第
一
分
団

副
分
団
長
藤
原
隆
、
第
三
分
団

副
分
団
長
池
田
剛

〇
東
京
消
防
庁
北
多
摩
西
部
消

防
署
長
表
彰

・
優
良
表
彰　

第
一
分
団
、
第

五
分
団

〇
東
大
和
市
長
表
彰

・
功
績
表
彰　

第
三
分
団
分
団

長
尾
崎
聡
義
、
第
五
分
団
分
団

長
内
野
陽
介
、
第
六
分
団
分
団

長
岡
田
正

・
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
表
彰　

第
一
分
団

〇
東
大
和
市
消
防
団
長
表
彰

・
永
年
勤
続
表
彰
30
年 

第
五

分
団
団
員
内
野
博
久

・
永
年
勤
続
表
彰
25
年　

第
六

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
外
国

か
ら
の
武
力
攻
撃
な
ど
、
対
処

に
時
間
的
余
裕
が
な
い
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
国
が
市
の
防

災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
し
、

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
課
で
発
行
し
て
い
る
各

証
明
書
は
、
郵
送
で
請
求
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
用
電
子
証
明
書
を
設
定

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
住
民
票
等
を

取
得
す
る
こ
と
（
コ
ン
ビ
ニ
交

　

国
民
健
康
保
険
制
度
と
健
康

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
年
に
２
回
（
11

月
と
２
月
）、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
（
被
保
険

者
）
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
被
保
険
者
が
令
和

２
年
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間

に
医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
の

医
療
費
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

送
付
し
ま
す

医
療
費
通
知

各
証
明
書
の
取
得
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

郵
送
申
請・

コ
ン
ビ
ニ
交
付

手
続
き
は
お
早
め
に

バ
イ
ク・軽
自
動
車
等
の

名
義
変
更・廃
車

消
防
団
員
表
彰

日
本
語
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

初
級
講
座

令和3年第1回市議会定例会を2月22日（月）から開会します 詳細な日程については、議会事務局までお問い合わせください
／問合せ　議会事務局・内線２００２まで

市民税・都民税、所得税の申告はお早めに ～申告期限間際は
　　　窓口が大変混雑します～

市民税・都民税の申告 所得税の確定申告
▷期間　2月16日㈫～3月15日㈪（土・日曜日、祝日は除く）
　　　　2月21日㈰
▷時間　午前9時～午後4時
▷場所　市役所会議棟第1会議室
※�混雑緩和のため、市役所会議棟第1会議室には、記入済
みの申告書の受付窓口は設置しません。郵送受付をご利
用いただくか、課税課（市役所1階）にお持ちください。
※�申告書は、課税課、市民センター、公民館で配布して
います。

郵送での受付
　申告書と必要書類を〒207-8585　東大和市中央3-930
東大和市役所課税課市民税係へ郵送してください。受付
書等の返却を希望する方は、宛名を記入し切手を貼付し
た返信用封筒を同封してください。

出張受付
▷期日　3月2日㈫・3日㈬
▷時間　午前9時～11時30分、午後1時～2時30分
▷場所　清原市民センター

▷問合せ　課税課・内線1056まで。

　混雑緩和のため、確定申告作成会場での申告には、入
場整理券が必要です。当日会場で配布するほか、国税庁
LINE公式アカウントを「友だち追加」することで、日時
指定の入場整理券を取得できます。
▷期間　3月15日㈪まで（土・日曜日、祝日は除く）
　　　　2月21日㈰・28日㈰
▷時間　午前8時30分～午後4時（相談は午前9時から）
　　　　（入場整理券の配布が終了次第、受付終了）
▷場所　立川税務署
※�記入済みの所得税確定申告書は、申告期間中の平日に
限り課税課（市役所1階）で仮収受ができます。
※�申告書は、立川税務署、課税課で配布しています。課
税課での配布は数に限りがあります。

郵送での受付
　申告書と必要書類を〒190-8565　立川市緑町4-2　立
川地方合同庁舎　立川税務署へ、郵便または信書便で送
付してください。
　収受日付印のある確定申告書の控えが必要な場合は、
複写により作成した申告書の控えと、宛名を記入し切手
を貼付した返信用封筒を同封してください。

▷問合せ　立川税務署☎042-523-1181へ。
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道路に積もった雪が凍結すると危険です。雪が降った時は、自宅や店舗前の雪かきにご協力ください／問合せ　土木課・内線1211まで

市制50周年

さらなる未来へ

　
市
内
全
域
に
設
置
し
て
い
る

27
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
美
術
工

芸
品
）
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
号
で
は
、
平
成
2
年
か
ら
平

成
8
年
に
か
け
て
設
置
し
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
芸
術
を

用
い
て
美
し
い
都
市
景
観
を
生

み
出
す
と
と
も
に
、
当
時
目
標

と
し
て
い
た
将
来
都
市
像
「
う

る
お
い
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま

ち
」
を
具
現
化
す
る
取
組
と
し
て
、

市
全
体
が
「
ひ
と
つ
の
美
術
館
」

と
な
る
よ
う
配
慮
し
、
設
置
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
ユ

ー
モ
ラ
ス
か
つ
独
創
的
な
造
形

美
の
数
々
は
、
各
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
題

材
は
、
各
地
域
に
残
る
「
民
話
、

伝
承
、
歴
史
、
事
物
」
と
し
ま

し
た
。
例
と
し
て
、
若
い
男
衆

が
力
を
競
い
合
っ
た
様
子
を
題

材
と
し
た
「
力ち

か
ら
い
し石」（
東
大
和
市

ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
に
設

置
・
写
真
左
上
）
や
、
穀
物
の

豊
作
を
祈
る
行
事
で
使
わ
れ
て

い
た
飾
り
を
題
材
と
し
た
「
あ

ぼ
へ
ぼ
（
粟
穂
、
稗
穂
）」（
水

道
緑
地
に
設
置
・
写
真
右
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
題

材
は
、
風
土
史
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
個

性
あ
る
豊
か
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
街
の
景
観
の
一

部
に
溶
け
込
ん
で
い
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
を

巡
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
都
市
計
画
課
（
市
役

所
2
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
よ
う
な
情
勢
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
密
に
な
る
こ
と
を
避
け

な
が
ら
芸
術
に
触
れ
、
我
が
街
の

歴
史
や
風
土
に
思
い
を
馳
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

東大和市市制50周年記念連載あっという間に50年

第９回　風土史を伝える地域のシンボル～モニュメント～

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

認
知
症
等
で
介
護
が
必
要
な

方
、
そ
の
介
護
者
、
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
ま
る
「
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ
の
」
を
定
期

開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
悩

み
相
談
や
認
知
症
・
介
護
に
関

す
る
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

２
月
25
日
㈭
、
３
月

25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

※
申
込
不
要
、
出
入
自
由
。

※
公
共
交
通
機
関
等
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

200
円
（
茶
菓
代
）

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―
３
９
８

２
へ
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
や
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に
、

次
の
３
つ
の
義
務
を
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
保
守
点
検　

東
京
都
に
登
録

し
た
専
門
事
業
者
が
実
施
す
る

点
検

②
清
掃　

市
の
許
可
を
受
け
た

事
業
者
が
実
施
す
る
浄
化
槽
の

清
掃

③
法
定
検
査　

東
京
都
知
事
指

定
検
査
機
関
が
実
施
す
る
①
と

②
の
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断

す
る
検
査

　

な
お
、
公
共
下
水
道
が
使
用

で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
へ

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

・
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

・
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
課
・
内
線
１

２
３
１
ま
で
。

◎
か
る
が
も
救
急
講
座

　

お
子
さ
ん
が
食
べ
物
を
の
ど

に
つ
ま
ら
せ
て
し
ま
う
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
心
肺

蘇
生
法
等
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

▽
日
時　

３
月
９
日
㈫
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分
頃

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
定
員　

７
組
（
申
込
順
）

▽
講
師　

北
多
摩
西
部
消
防
署

署
員

▽
申
込
み　

２
月
19
日
㈮
午
後

１
時
か
ら
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

◎
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

に
出
張
し
、
手
遊
び
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
や
保
育

士
に
子
育
て
相
談
も
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

▽
期
日
・
場
所

・
３
月
16
日
㈫
・
む
こ
う
は
ら

児
童
館

・
３
月
19
日
㈮
・
湖
畔
集
会
所

・
３
月
24
日
㈬
・
仲
原
集
会
所

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分

※
事
前
予
約
不
要
で
す
が
、
定

員
を
設
け
て
い
ま
す
。

◎
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す

　

自
宅
で
お
子
さ
ん
と
楽
し
く

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
く
す
ぐ
り
遊
び
」
や
、
身
体

を
動
か
し
て
楽
し
む
「
ふ
れ
あ

い
遊
び
」
な
ど
、
０
歳
児
～
幼

児
を
対
象
と
し
た
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
め
る
様
々
な
遊

び
を
紹
介
す
る
動
画
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

市
の
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
３
６
５
１
ま
で
。

　

改
正
健
康
増
進
法
及
び
東
京

都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行

さ
れ
、
飲
食
店
な
ど
多
数
の
人

が
利
用
す
る
施
設
は
原
則
屋
内

禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
で
の
喫
煙
に
つ
い
て
も
、

周
囲
の
方
に
受
動
喫
煙
や
危 

険
・
不
快
な
思
い
を
生
じ
さ
せ

な
い
た
め
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

・
人
通
り
の
多
い
場
所
や
公
園
、

通
学
路
な
ど
子
ど
も
が
多
い
場

所
で
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
中
、
自
転
車
・
バ
イ
ク

乗
車
中
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
で
の
喫
煙
は
、

ご
近
所
や
通
行
す
る
方
に
煙
が

流
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
喫
煙
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
所
で
は
、
喫
煙
所
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
の
火
の
危
険
性
に
注

意
し
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
ま

ち
に
す
る
た
め
、
喫
煙
マ
ナ
ー

の
向
上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
１
２
７

４
ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

利
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
成
年
後
見
制
度

定
期
的
な
浄
化
槽
の
点
検
・

清
掃
・
検
査
の
お
願
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上

　

成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
つ
い
て
、
ご
本
人
の
権
利

と
財
産
を
守
る
援
助
者
（
成
年

後
見
人
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

ご
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
家
庭
裁
判

所
が
成
年
後
見
人
等
を
選
任
す

る
「
法
定
後
見
制
度
」
と
、
あ

ら
か
じ
め
本
人
が
任
意
後
見
人

を
選
ぶ
「
任
意
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
（
表
１
の
と
お
り
）。

▽
相
談
窓
口　

表
２
の
と
お
り

※
詳
し
い
制
度
の
説
明
や
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

〈表１〉
法定後見制度 任意後見制度後見 保佐 補助

対象となる方
判断能力が欠けて
いるのが通常の状
態の方

判断能力が著しく
不十分な方

判断能力が不十分
な方 判断能力がある方

援助者 成年後見人 保佐人 補助人 任意後見人

成年後見人等が同
意または取り消す
ことができる行為
（※１）

原則としてすべて
の法律行為

借金、相続の承認
など、民法13条
１項の記載の行為
のほか、申立てに
より裁判所が定め
る行為

申立てにより裁判
所が定める行為
（※２）

本人の判断能力が不十分
になったときに、本人が
あらかじめ結んでおいた
任意後見契約にしたがっ
て任意後見人が本人を援
助する制度。家庭裁判所
が任意後見監督人を選任
したときから、その効力
が生じる。

成年後見人等が代
理することができ
る行為（※３）

原則としてすべて
の法律行為

申立てにより裁判
所が定める行為

申立てにより裁判
所が定める行為

※１　成年後見人等が取り消すことができる行為には、日常生活に関する行為（日用品の購入など）は含まれません。
※２　民法１３条１項記載の行為（借金、相続の承認や放棄、訴訟行為、新築や増改築など）の一部に限ります。
※３　ご本人の居住用不動産の処分については、家庭裁判所の許可が必要となります。

〈表２〉
あんしん東大和
（社会福祉協議会内） ☎042-590-0018

高齢者ほっと
支援センター

いもくぼ ☎042-563-8777
きよはら ☎042-590-1138
なんがい ☎042-566-8133

高齢介護課（市役所２階） 内線1176
障害福祉課（市役所１階） 内線1123

▲市の公式動画
チャンネルはこ
ちら
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　運転に自信がなくなった方や、家族から「運転が心配」と言わ
れた方は、運転免許証の自主返納をお考えください。
　運転免許証を自主返納した方は、「運転経歴証明書」を申請する
ことができます。「運転経歴証明書」を提示することで、東京都の
文化施設等で特典を受けることができます。
※�平成24年4月1日以降に交付された「運転経歴証明書」は、交付
後6か月を超えても、本人確認書類として用いることができます。
▷問合せ　東大和警察署☎042―566―0110へ。

運転免許証を自主返納した65歳以上の方に
ちょこバス回数乗車券を差し上げます

　市では、運転免許証を自主返納された65歳以上の方に、ちょこ
バスの回数乗車券を無料で交付します。
▷対象者　次の要件をすべて満たす方
　・運転免許証を自主返納した日及び申請時に東大和市民の方（住民票がある方）
　・運転免許証を返納した時点において65歳以上の方
▷申請方法　①②を、土木課（市役所２階）に持参
　①��「申請による運転免許の取消通知書」または「運転経歴証明書」
　②��生年月日が確認できる書類等
※運転免許証を自主返納した日から起算して６か月以内に限ります。
▷支援内容　ちょこバス回数乗車券を1冊（90円券×25枚）交付（1人1回限り）
▷問合せ　土木課・内線1213まで。

運転免許証の
自主返納をお考えください

対
象
者

令和２年度市民税 非課税 課税

令和元年分合計所得金額 125万円以下 125万円超

申
請
時
に
必
要
な
も
の

必要な費用 1,000円 1,000円 20,510円

対象者であるこ
とを確認できる
書類
（いずれか１つ）

①�令和２年度介護保険料納
入（決定）通知書

※�所得段階区分欄に１～５
の記載があるもの

②�令和２年度市民税非課税
証明書

③�生活保護受給証明書（生
活扶助）

①�令和２年度介護保険料納
入（決定）通知書
※�所得段階区分欄に６また
は７の記載があるもの
（７の記載があるものは、
基準判定所得が125万円
以下のものに限る）����
②�令和２年度市民税課税証
明書

本人確認書類 保険証または運転免許証等（住所・氏名・生年月日が確認できるもの）

⚫令和２年度介護保険料納入（決定）通知書は、令和２年７月に高齢介護課から送付しています（再発行不可）。
⚫�市民税課税（非課税）証明書は、課税課（市役所１階）で発行しています。発行には、本人確
認書類（写真付きのものは１点、写真付きでないものは２点）の持参及び発行手数料が必要です。

満
70
歳
以
上
の
方
へ

東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス

３
月
１
日
～
７
日

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

 

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
解
決
策
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
～

く
ら
し・し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー

「
そ
え
る
」

 

自
転
車
を
利
用
す
る
方
へ

自
転
車
利
用
中
の
対
人
賠
償
に
備
え
る

保
険
等
へ
の
加
入
義
務
化

ご
加
入
く
だ
さ
い

 

交
通
災
害
共
済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」

　

「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的
、

精
神
的
、
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
専
門
の
支
援
員

が
相
談
を
受
け
、
本
人
に
と
っ

て
適
切
な
窓
口
へ
ご
案
内
し
ま

す
。
状
況
に
よ
り
、支
援
制
度
・

　

自
転
車
の
事
故
は
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
数
千
万
円
の
賠
償

金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
、
自
転
車
利
用

　

令
和
３
年
度
の
交
通
災
害
共

済
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
、
交
通
機

関
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、

事
故
の
相
手
方
の
損
害
を
補
償

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
共
済
期
間　

令
和
３
年
４
月

１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

▽
掛
け
金（
年
額
）　

Ａ
コ
ー
ス

１
０
０
０
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
500
円

▽
見
舞
金

・
Ａ
コ
ー
ス
：
傷
害
４
万
円
～

34
万
円
、
死
亡
300
万
円

・
Ｂ
コ
ー
ス
：
傷
害
２
万
円
～

離
職
者
等
に
対
す
る
家
賃
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
要
件
等
の

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
相
談
予
約
・
問
合
せ　

く
ら

し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー「
そ

え
る
」・
内
線
１
０
８
１
ま
で
。

自
転
車
を
業
務
で
使
用
す
る
事

業
者
、
自
転
車
貸
付
業
者
で
す
。

　

詳
細
は
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
自
転
車
保
険
の
取

り
扱
い
等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
都
民
安
全

推
進
本
部
総
合
推
進
部
交
通
安

全
課
☎
03
─
５
３
８
８
─
３
１

２
７
へ
。

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）・

信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業

協
同
組
合
、
清
原
市
民
セ
ン
タ

ー
、
土
木
課
（
市
役
所
2
階
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

手
続
き
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
要
事
前
予
約
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

業
等
で
生
活
に
お
困
り
の
方
等

※
住
居
確
保
給
付
金
と
し
て
、

中
の
事
故
の
損
害
を
賠
償
で
き

る
保
険
等
へ
の
加
入
が
条
例
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
は
自
転
車
利
用
者
（
未
成

年
の
利
用
者
は
そ
の
保
護
者
）、

17
万
円
、
死
亡
150
万
円

※
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
会
員

に
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が

い
る
場
合
、
年
額
12
万
円
の
交

通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
受
付　

市
内
の
銀
行

　

一
般
社
団
法
人
東
京
バ
ス
協

会
は
、
満
70
歳
以
上
の
都
民
の

方
で
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、

都
内
民
営
バ
ス（
一
部
を
除
く
）

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
に
乗

車
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
時
期　

満
70
歳
に
な
る

月
の
初
日
か
ら

▽
費
用
・
必
要
書
類　

左
表
の

と
お
り

　

予
防
接
種
は
、
免
疫
力
を
つ

け
て
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く

す
る
こ
と
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
表
を
参
考
に
母
子
健
康
手

帳
の
予
防
接
種
記
録
を
確
認
し
、

受
け
忘
れ
て
い
る
も
の
は
、
早

め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
ワ

ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る

感
染
症
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を

救
い
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
方
が

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
、

病
気
等
で
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
人
を
感
染
症
か
ら
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
転
入
（
前
住
所
地
自
治
体
発

行
の
予
診
票
は
使
用
不
可
）
や

紛
失
で
、
予
診
票
の
発
行
を
希

望
す
る
場
合
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
、
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
─
565
─
５
２
１
１
ま
で
。

※
令
和
元
年
度
に
長
期
譲
渡
所

得
ま
た
は
短
期
譲
渡
所
得
に
係

る
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
有
効
期
限　

令
和
３
年
9
月

30
日

▽
申
込
み　

左
表
に
掲
げ
る
費

用
・
必
要
書
類
を
、
立
川
バ
ス

上
水
営
業
所
ほ
か
、
最
寄
り
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
取
扱
い
バ
ス
営

業
所
等
へ
持
参

▽
問
合
せ

・
立
川
バ
ス
上
水
営
業
所
☎
042

─
536
─
０
２
４
３

・（
一
社
）
東
京
バ
ス
協
会
☎

03
─
５
３
０
８
─
６
９
５
０
へ
。

予防接種名 回数 公費対象の接種期間

ロタウイルス感染症
ロタリックス（1価）2回 出生6週～24週
ロタテック（5価）3回 出生6週～32週

Ｂ型肝炎 3回 生後2か月以上～1歳未満
ヒブ感染症 4回 生後2か月以上～5歳未満

小児肺炎球菌感染症 4回 生後2か月以上～5歳未満
ジフテリア・百日せき・ポリオ・
破傷風（四種混合）第1期 4回 生後3か月以上～7歳6か月未満

ＢＣＧ 1回 生後5か月以上～1歳未満
麻しん・風しん混合

（ＭＲ）
第1期（1回） 1歳以上～2歳未満
第2期（1回） 翌年度、小学校に入学する方

水痘 2回 1歳～3歳未満の水痘に罹ったことがない方

日本脳炎（※）
第1期（3回） 3歳以上～7歳6か月未満
第2期（1回） 9歳以上～13歳未満

ジフテリア・破傷風（二種混合） 第2期（1回） 11歳以上～13歳未満
【積極的な勧奨を控えています】

3回 小学6年生～高校1年生に
相当する年齢の女性ヒトパピローマウイルス感染症

（子宮頸がん予防ワクチン）
※一部の方には特例措置があります。詳しくはお問い合わせください。

市役所☎042−563−2111（代） 令和 3 ・ 2 ・ 1 5 4東やまと市報



　

玉
川
上
水
保
育
園
で
は
、
保

育
園
等
の
閉
園
す
る
休
日
・
祝

日
に
保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

▽
対
象
児
童　

利
用
日
に
次
の

す
べ
て
を
満
た
す
児
童

・
休
日
・
祝
日
に
平
日
と
同
じ

理
由
で
保
育
を
必
要
と
し
、
家

庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

・
市
内
在
住
で
市
内
の
認
可
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規

模
保
育
事
業
所
・
家
庭
的
保
育

事
業
所
、
認
証
保
育
所
の
在
籍

児
童

・
原
則
と
し
て
満
１
歳
以
上
の

就
学
前
児
童
（
令
和
3
年
４
月

１
日
現
在
）

・
健
康
で
集
団
保
育
が
可
能
な

児
童

▽
利
用
日
時　

日
曜
日
、
祝
日

の
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

30
分
（
年
末
年
始
は
除
く
）

※
原
則
、
利
用
日
の
属
す
る
月

～
土
曜
日
の
間
、
別
に
登
園
し

な
い
日
を
１
日
以
上
設
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
場
所　

玉
川
上
水
保
育

園
（
桜
が
丘
４
︱
29
︱
18
）

▽
定
員　

満
１
歳
児
：
３
人
、

１
歳
児
ク
ラ
ス
：
５
人
、
２
～

５
歳
児
ク
ラ
ス
：
12
人

※
定
員
超
過
の
場
合
、
優
先
順

位
に
応
じ
、
利
用
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
の
頻

度
が
多
い
方
は
、
優
先
順
位
が

下
が
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法

①
利
用
希
望
日
の
前
月
の
１
日

（
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）～
15
日
（
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
は
前
日
）
に
、
玉
川
上

水
保
育
園
へ
電
話
予
約
（
前
年

度
か
ら
の
継
続
利
用
の
場
合
は

予
約
不
要
）

②
①
の
期
間
中
に
、
同
保
育
園

で
利
用
申
請
を
行
う

※
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
料
金　

無
料
（
短
時
間

保
育
認
定
の
児
童
の
延
長
保
育

料
は
有
料
）

▽
令
和
3
年
度
利
用
申
請
書
類

2
月
下
旬
か
ら
市
内
保
育
施
設
、

保
育
課
に
て
配
布

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
４
ま
た
は
、
玉
川
上
水
保

育
園
☎
042
︱
566
︱
８
６
７
０
へ
。

市
内
５
か
所
の
民
間
事
業
施
設

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」

に
登
録
い
た
だ
く
と
、「
と
う

き
ょ
う
子
育
て
ス
イ
ッ
チ
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
施
設
の
所
在

犯
・
防
災
等
、
ご
近
所
で
の
連

携
の
際
は
、
自
治
会
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
治
会
の
存
在
が

　
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
は
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の

方
が
安
心
し
て
お
出
か
け
で
き

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
、
授
乳

や
お
む
つ
替
え
等
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
愛
称
で
す
。
現
在
、

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
活
動
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
防

地
等
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
設
置
・
登
録
を
希
望
す
る
事

業
者
等
の
方
は
、
子
育
て
支
援

課
（
市
役
所
１
階
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
設
置
基
準
は
「
と
う
き
ょ
う

子
育
て
ス
イ
ッ
チ
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な
る
と
考

え
、
自
治
会
へ
の
加
入
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。「
自
治
会
に

入
り
た
い
」
と
い
っ
た
相
談
や
、

「
新
し
い
自
治
会
を
設
立
し
た

い
」
と
お
考
え
の
方
は
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

　

児
童
虐
待
は
、
発
育
の
遅
れ

や
情
緒
不
安
定
な
ど
、
子
ど
も

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
い

た
ら
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
か
児
童
相
談
所
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ひ
と
言
が
、
子
ど

も
と
保
護
者
を
救
う
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
、
連
絡
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
参
考
例
】

・
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保

護
者
の
怒
鳴
る
声
が
い
つ
も
聞

こ
え
る

・
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
極

端
に
不
衛
生
で
あ
る

・
乳
幼
児
を
家
に
置
い
た
ま
ま

保
護
者
が
外
出
し
て
い
る

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
保

護
者
が
不
自
然
な
説
明
を
す
る

▽
連
絡
先
・
問
合
せ

・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
042
︱
565
︱
３
６
５
１
ま
で
。

・
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ

ヤ
ル
☎
189
（
い
ち
は
や
く
）

〔
24
時
間
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
〕
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

 
休
日
保
育

【
事
業
者
の
方
へ
】登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 

赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と

 

自
治
会
加
入
の
す
す
め

 

あ
な
た
の
声
が

    

児
童
虐
待
を

　
　 

防
ぎ
ま
す

受給には申請が必要です。詳細は、市のホームページをご覧ください。

※所得制限限度額を下回り、児童手当の支給区分が「特例給付」から「児童手当」へ変更と
　なる場合、義務教育就学児医療費助成制度の受給ができます。改めて申請をお願いします。

子育て支援課・内線1763まで。

名　　称 児童の年齢 手当月額・助成内容等

児童手当（※）
（特例給付は 5,000 円）
（年齢等により異なります）

義務教育就学児
医療費助成制度

（所得制限以上は特例給付）

通院：1 回 200 円まで
調剤・入院・補装具：なし

乳幼児医療費助成制度 保険診療分の自己負担額なし
（食事療養標準負担額等の自己負担あり）

（食事療養標準負担額等の自己負担あり）

児童手当・医療費助成制度のご案内

15歳に達した日以降
 最初の3月31日まで

 6歳に達した日以降
 最初の3月31日まで

10,000円または15,000円

保険診療分自己負担額

▷問合せ

（ 子 医療証・所得制限あり）

（ 乳 医療証・所得制限なし）

市役所☎042−563−2111（代）5 東やまと市報令和 3 ・ 2 ・ 1 5



内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
︱
565

︱
５
２
１
１
ま
で
。

■
医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）

の
更
新
を
忘
れ
ず
に

　

認
定
期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
書
類
は
有
効
期
限
満
了
の
約

２
か
月
前
に
東
京
都
か
ら
届
き

ま
す
。
書
類
が
届
か
な
い
場
合

は
、
各
区
市
町
村
の
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
東

京
都
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
有
効
期
間
満
了
の
１
か
月
前

を
目
安
に
各
区
市
町
村
の
窓
口

で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
18
歳
以
上
の
方
は
、
有
効
期

間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
、
資
格
喪
失
と

な
り
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言
の

発
出
に
伴
い
、
大
気
汚
染
医
療

費
助
成
の
更
新
手
続
き
に
つ
い

て
、
期
間
延
長
な
ど
一
部
特
例

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
東
京
都
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

／
助
成
額
（
上
限
）　

１
回
に

つ
き
１
万
円
／
申
請
時
必
要
書

類
等　

東
京
都
「
不
妊
検
査
等

助
成
承
認
決
定
通
知
書
」
の
写

し
、
東
京
都
「
不
妊
検
査
等
助

成
事
業
受
診
証
明
書
」
の
写
し
、

振
込
口
座
の
番
号
・
名
義
人
等

を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
、

申
請
者
の
印
鑑

○
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
対
象

者　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額
（
上
限
）　

１
回
に

つ
き
３
万
円
／
申
請
時
必
要
書

類
等　

東
京
都
「
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
承
認
決
定
通
知
書
」

の
写
し
、
東
京
都｢

特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明

書｣

の
写
し
、
特
定
不
妊
治
療

に
係
る
領
収
書
の
写
し
、
振
込

口
座
の
番
号
・
名
義
人
等
を
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し
、
申
請

者
の
印
鑑
／
申
請
書
等
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
妊
婦
健
康
診
査
を
助
産
院
や

東
京
都
外
の
医
療
機
関
等
で
受

け
た
方
へ
～
費
用
の
一
部
を
助

成
～

　

助
産
院
や
東
京
都
外
の
医
療

機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診

し
た
場
合
、
お
手
持
ち
の
「
妊

婦
健
康
診
査
受
診
票
」
は
使
用

で
き
ず
、
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
出
産
後
、
申

請
に
よ
り
、
上
限
額
の
範
囲
内

で
一
部
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
申
請
手
続
き
の
期
限
は
、

出
産
日
か
ら
12
か
月
ま
で
と
な

り
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
期
限
内
に
「
東
大
和
市

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
金
支
給

申
請
書
」
に
ご
記
入
の
う
え
、

必
要
書
類
等
を
添
え
て
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
／
申
請
用
紙
及
び
制
度
案

◎
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
、
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
、
保

険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
の
う

ち
月
額
６
０
０
０
円
を
超
え
た

部
分
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
～
⑤
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方
①
18
歳
未
満

（
18
歳
以
上
の
方
の
新
規
申
請

の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
）
②
気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性

気
管
支
炎
・
ぜ
ん
息
性
気
管
支

炎
・
肺
気
し
ゅ
（
こ
れ
ら
の
続

発
性
を
含
む
）
に
罹
患
し
て
い

る
③
都
内
に
引
き
続
き
１
年

（
３
歳
未
満
は
６
か
月
）
以
上

住
所
を
有
す
る
（
都
内
住
民
登

録
が
必
要
）
④
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
⑤
喫
煙
し
て
い

な
い

▪
以
上
の
手
続
に
つ
い
て
は
市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
︱
565
︱

５
２
１
１
、
制
度
に
つ
い
て
は

東
京
都
福
祉
保
健
局
環
境
保
健

衛
生
課
☎
03
︱
５
３
２
０
︱
４

４
９
１
へ
。

■
総
合
計
画
審
議
会

　

３
月
13
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

／
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

／
傍
聴
人
の
定
員　

５
人
（
先

着
順
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
）
／
手
話
通
訳

３
月
３
日
㈬
ま
で
に
企
画
課
へ

■
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
～
接
種
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
～

対
象
者　

左
表
の
と
お
り

接
種
期
限　

３
月
31
日
㈬
／
４

月
１
日
以
降
の
接
種
は
全
額
自

己
負
担
／
過
去
に
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
／
対

象
の
方
に
は
令
和
２
年
５
月
に

予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

予
診
票
が
無
い
方
、
転
入
さ
れ

た
方
は
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
予
診
票
の
発
行
が
で
き

ま
す
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

042
︱
565
︱
５
２
１
１
ま
で
。

【
共
通
事
項
】

　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、

検
温
を
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ご
家
族
の
中
に
体
調
不
良

の
方
が
い
る
場
合
は
、
来
所
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ス
（
４
歳
児

歯
み
が
き
教
室
）

　

市
内
在
住
の
４
歳
児
と
そ
の

保
護
者
／
２
月
25
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
６
組
程
度

（
要
予
約
）
／
唾
液
ｐ
Ｈ
（
ペ

ー
ハ
ー
）
テ
ス
ト
、
歯
科
医
師

講
話（
保
護
者
向
け
）、
自
分
磨

き
の
練
習
、
歯
科
健
診
、
歯
み

が
き
指
導
な
ど
／
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
お
も
ち
ゃ

■
３
月
の
幼
児
歯
科
健
康
診
査

　

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
後

か
ら
４
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

る
ま
で
の
幼
児
／
３
月
１
日

㈪
・
17
日
㈬
午
後
９
時
30
分
～

11
時
、
10
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
３
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
15
組
程
度（
要
予
約
）

／
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き
指
導

な
ど
／
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

予
約
カ
ー
ド
（
初
診
の
方
は
母

子
健
康
手
帳
）、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
も
ち
ゃ

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
３
月
11
日
㈭
①
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
②
午
後

３
時
～
４
時
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
８
人
（
申
込
順
。

各
回
４
人
）
／
電
子
申
請
受
付

可
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り

方
の
話
、
実
演
、
個
別
相
談
／

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
事
前

予
約
制
）

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
。

　

３
月
３
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー■
東
大
和
市
不
妊
検
査
費
及
び

治
療
費
の
助
成

　

市
で
は
、
東
京
都
不
妊
検
査

及
び
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
、

ま
た
は
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
で
、

１
回
の
治
療
に
そ
の
助
成
金
を

超
え
る
費
用
が
か
か
っ
た
方
に

対
し
て
、
東
京
都
が
実
施
し
て

い
る
助
成
制
度
に
加
え
、
市
が

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
対
象
者　

東
京
都
不

妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

フ
ァ
ク
ス
（
042
︱
563
︱
５
９
３

２
）。
受
信
確
認
を
返
信
し
ま

す
の
で
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
／
保
育　

１
歳

以
上
の
未
就
学
児
。
３
月
３
日

㈬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／

企
画
課
・
内
線
１
４
２
５
ま
で
。

■
東
大
和
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
展

　

令
和
２
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
当
市
の
審
査
で
選
ば
れ

た
小
・
中
学
生
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

３
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮
（
初

日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日

は
正
午
ま
で
）
／
場
所　

市
役

所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
／

入
選
者
（
敬
称
略
）　

・
第
九
小
学
校
：
井
上
日
菜
乃

・
第
三
中
学
校
：
津
川
美
宇
、

青
木
風
香
、
落
合
彩
恵

・
第
五
中
学
校
：
細
川
優
衣
、

竹
内
暖
葵

／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・

内
線
１
５
９
２
ま
で
。

■
令
和
２
年
度
手
話
通
訳
者
登

録
認
定
審
査
日
程
の
変
更

　

市
報
１
月
１
日
号
に
掲
載
し

ま
し
た
、
手
話
通
訳
者
登
録
認

定
審
査
の
日
程
を
３
月
13
日
㈯

に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
／

障
害
福
祉
課
・
内
線
１
１
２
５

ま
で
。

■
家
屋
取
壊
し
の
ご
連
絡
を

　

令
和
２
年
１
月
２
日
～
令
和

３
年
１
月
１
日
の
間
に
家
屋
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
課
税
課
へ
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
取
り
壊
し
た

家
屋
部
分
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
を
行
い
ま
せ

ん
／
課
税
課
・
内
線
１
０
５
９

ま
で
。

■
都
営
住
宅
（
地
元
割
当
・
シ

ル
バ
ー
ピ
ア
）
入
居
者
募
集

申
込
区
分　

単
身
者
向
：
向
原

（
２
戸
）、
２
人
世
帯
向
：
東

京
街
道（
１
戸
）／
応
募
者
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
／
申
込
資
格

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
申
込
者
本
人
が
市
内
に
継
続

し
て
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る

こ
と　

・
単
身
者
向
：
原
則
と
し
て
親

族
と
同
居
し
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
単
身
者
で
あ
る
こ
と

・
２
人
世
帯
向
：
世
帯
全
員
が

65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

で
あ
る
こ
と

③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
／
詳

細
は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

／
申
込
書
の
配
布
期
間
・
場
所

2
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮
：
地
域

振
興
課
（
市
役
所
３
階
、土
・

日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）、市
民

セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
含
む
）／
申
込
受
付　

申

込
用
紙
の
配
布
期
間
中
に
地
域

振
興
課
へ
直
接
提
出
ま
た
は
郵

送（
２
月
26
日
㈮
の
消
印
有
効
）

／
地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１

５
ま
で
。

   令和２年度対象者（生年月日）
昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
昭和25年４月２日～昭和26年４月１日
昭和20年４月２日～昭和21年４月１日
昭和15年４月２日～昭和16年４月１日
昭和10年４月２日～昭和11年４月１日
昭和 ５年４月２日～昭和 ６年４月１日
大正14年４月２日～大正15年４月１日
大正９年４月２日～大正10年４月１日

情報マップ

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅か
ら概ね800ｍ以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで
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平日及び土曜日に電話による納税の案内を行っています。番号042-566-8551及び042-563-9886から着信があった場合には折り返し電話いただ
くようお願いします。市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
９
１
ま
で
。

納期限　3月 1日（月）
・市・都民税　　　　　　　　　　随時期
・固定資産税・都市計画税　　　　第４期
・国民健康保険税　　　　　　　　第８期
・介護保険料　　　　　　　　　　第８期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで

・後期高齢者医療保険料　　　　　第８期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

〈
児
童
書
〉

・
み
か
ん
ア
ー
ト

　
　

 　

      

笹
川 

勇 

著

・
イ
ン
デ
ィ
ゴ
を
さ
が
し
て

　
　

ク
マ
ガ
イ
，

ク
ラ
ラ
・
キ
ヨ
コ 

作

〈
点
字
図
書
〉

・
白
蛇
伝　　

渡
辺 

仙
州 

著

■「
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
が
違
う
、

昇
進
・
昇
格
に
男
女
差
別
が
あ

る
、
上
司
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
等
で
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、

「
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
女
性
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
、
一
緒
に

解
決
方
法
を
探
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
事
前
予
約

制
）
／
地
域
振
興
課
・
内
線
１

７
１
５
ま
で
。

■
中
央
図
書
館
か
ら

◎
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
雑

誌
を
お
譲
り
し
ま
す

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
／
３
月
３
日
㈬
～
17
日
㈬

（
開
館
日
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時
の
間
）
／
場
所　

中
央
図

書
館
２
階
ロ
ビ
ー
・
会
議
室

◎
移
動
図
書
館「
み
ず
う
み
号
」

の
運
行
終
了

　

移
動
図
書
館
「
み
ず
う
み

号
」
は
、
車
両
の
老
朽
化
等
に

よ
り
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ

て
運
行
を
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
運
行
終
了
後
は
、

別
の
形
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書

マウスガード
～歯や口のケガを防ぐ～

　2019年にラグビーワールドカップが開
催され、日本はベスト８と大健闘しました。
皆さん、選手達が口の中にマウスガードを
装着していたことに気が付きましたか。ボ
クシングではマウスピースと呼ばれますが、
正式にはマウスガードと言います。最近で
はお相撲さんたちの中にも装着している方
が増えています。
　マウスガードは、主に上の歯を覆う様に
装着し、歯の破折、お口の外傷、顎の骨折、
更には脳しんとうの危険性を低下させます。
また、マウスガード装着によってパフォー
マンスが向上したという選手もいます。
　マウスガードは大きく２種類に分けられ
ます。ひとつは、スポーツ用品店などで売
られている市販品です。これは、予めマウ
スガードの概形が出来ていて、これを熱湯
に浸して軟らかくして、直接口の中に入れ、
自分で咬んで押し付けて作るものです。こ
れを選手自身でぴったりと合わせることは
かなり困難です。もうひとつは、歯医者さ
んで作るカスタムメイドのマウスガードで
す。これは個々人の歯型をとり、模型上で
作るものです。当然ながら、カスタムメイ
ドの方がぴったりと合っていて、外れにく
く、話し易く、違和感がなく優れています。
　クオリティー・オブ・ライフ向上のため、
老若男女多くの方が趣味として、健康のた
め、スポーツを楽しんでいます。しかしス
ポーツは安全でなければ楽しむことができ
ません。楽しいはずのスポーツでも歯が折
れたり、抜けてしまっては元も子もありま
せん。アメリカでは小学生でもスポーツを
する際にはマウスガードを装着します。日
本では、競技によっては義務化されていま
すが、その数はまだまだ少ないです。しか
しこれから、日本でもマウスガードの有効
性がますます認知され、スポーツをする際
には普通にマウスガードを装着するという
日が来ることでしょう。特に身体が接触す
るスポーツを行う人は、マウスガードを装
着することをお勧めします。そして、歯や
口のケガを防ぎましょう。
一般社団法人東京都東大和市歯科医師会

〈
一
般
書
〉

・
ブ
ラ
ッ
ク
霞
が
関

千
正 

康
裕 

著

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
達
人
が
や

っ
て
い
る
ゆ
か
い
な
働
き
方

林 

雄
司 

著

・
折
り
紙
王
子
の
凄
ワ
ザ
！

折
り
紙

有
澤 

悠
河 

著

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
中
央
図

書
館
☎
042
︱
564
︱
２
４
５
４
ま

で
。

■
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

と
き
は
、
街
路
灯
の
下
の
黄
色

の
シ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
管
理

番
号
（
Ａ
・
○
○
○
○
等
）・

街
路
灯
の
所
在
地･

不
具
合
の

内
容
・
発
生
時
期･

時
間
帯
を
、

土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
／
土
木
課
・
内
線
１
２
１
２

ま
で
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
～
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
参
加
者
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ

る
方
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
行
い
ま
す
。

・「
基
礎
編
」：
３
月
17
日
㈬
午

後
２
時
～
３
時
30
分
／
場
所

社
会
福
祉
協
議
会
／
①
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
②
市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
状
況
③
福
祉
の
状
況
／

定
員　

オ
ン
ラ
イ
ン
は
15
人
、

会
場
は
10
人　

・「
実
践
編
」：
３
月
24
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
正
午
／
場
所

郷
土
博
物
館
／
狭
山
緑
地
の
自

然
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
東
大

和
市
狭
山
緑
地
雑
木
林
の
会
」

の
活
動
を
体
験
／
定
員　

10
人

／
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
／
ど
ち
ら

か
１
回
の
み
の
受
講
可
／
社
会

福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
申
込
可
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
042

︱
564
︱
０
０
３
５
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
「
ビ
ジ

ネ
ス
ト
創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を

開
催

　

２
月
は
ピ
コ
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
代
表
取
締
役
田
村
健

人
氏
に
「
創
業
者
の
た
め
の
補

助
金
・
助
成
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

２
月
19
日
㈮
午
後
３
時
～
５

時
／
開
催
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン

／
申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
／
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
担

当
☎
042
︱
565
︱
１
１
９
５
へ
。

■
自
衛
官
募
集
案
内

①
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一

般
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
②
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

③
一
般
曹
候
補
生
／
応
募
資
格

①
大
学
卒
業
程
度
試
験
：
22
～

26
歳
未
満
で
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
方
、
院
卒
者
試

験
：
20
歳
～
28
歳
未
満
で
修
士

課
程
修
了
者
等
②
歯
科
：
20
歳

～
30
歳
未
満
、
薬
剤
：
20
歳
～

28
歳
未
満
で
大
学
に
お
い
て
正

規
の
歯
学
・
薬
学
の
課
程
を
修

め
て
卒
業
し
た
方
③
18
歳
～
33

歳
未
満
の
方
（
条
件
あ
り
）
／

①
②
は
令
和
４
年
４
月
１
日
現

在
③
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
／
受
付
期
間　

①
②
３
月
１

日
㈪
～
４
月
28
日
㈬
③
３
月
１

日
㈪
～
５
月
11
日
㈫
（
締
切
日

必
着
）／
試
験
日　

①
②
５
月

８
日
㈯
・
９
日
㈰
③
５
月
21
日

㈮
～
30
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

を
指
定
／
■問
防
衛
省
国
分
寺
募

集
案
内
所
042
︱
324
︱
１
０
１
０

へ
。

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
が
で
き
ま
す

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
︱
564
︱
２
４
５
４
ま
で
。

■（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
退

職
金
制
度
が
あ
る
こ
と
を
、
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
中
退
共
は

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇

が
受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
な
の

で
管
理
も
簡
単
で
す
。
ま
た
、

中
退
共
の
退
職
金
制
度
は
、
短

時
間
労
働
者
の
方
や
、
家
族
従

業
員
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

短
期
労
働
者
の
方
の
た
め
の
特

例
掛
金
月
額
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
掛
金
は
、
従
業
員
毎
に

16
種
類
か
ら
選
択
で
き
、
退
職

金
は
直
接
退
職
者
に
支
払
わ
れ

ま
す
。
転
職
先
で
も
引
き
継
げ

る
通
算
制
度
も
あ
り
ま
す
／
詳

し
く
は
中
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
■問（
独
）

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
03

︱
６
９
０
７
︱
１
２
３
４
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◎
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
が

一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。
申
込
み
の

際
は
、
年
金
事
務
所
、
市
役
所

及
び
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す　

　

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
「
国
民

年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る

保
険
料
は
「
定
額
保
険
料
」
及

び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額

保
険
料
」
で
す
。
過
去
の
未
払

い
分
及
び
一
部
免
除
さ
れ
て
い

る
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
場

合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
２
年
前
納
、
１
年
前
納
及

び
半
年
前
納
の
割
引
額
は
、
現

金
で
納
付
す
る
場
合
と
同
額
で

す
。
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払

い
回
数
は
一
回
払
い
の
み
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
の
令
和
３
年
度
分
２
年

前
納
、
１
年
前
納
、
半
年
前
納

（
４
月
～
９
月
分
）
を
希
望
す

る
場
合
は
、
令
和
３
年
２
月
末

日
ま
で
に
年
金
事
務
所
へ
申
出

書
が
届
く
よ
う
に
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
相
談
や
お
手
続
き
の
際

は
、
予
約
相
談
を
ご
活
用
く
だ

さ
い

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、
事
前
予
約
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少
な
い

予
約
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月

前
～
前
日
に
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
な
ど
）
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話
０
５
７
０
─

05
─
４
８
９
０
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
立
川
年

金
事
務
所
☎
042
─
523
─
０
３
５

２
ま
た
は
東
大
和
市
役
所
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
８
ま
で
。

国
民
年
金

　
　
　

だ
よ
り

窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411
※状況により変更となる場合があります。

【公演間近】■小松亮太＆オルケスタ・ティピカ　～アルゼンチン・タンゴ・コンサート～
　2月19日㈮午後7時開演／大ホール／全席指定／一般4,500円･友の会4,000円／未就学児入場不可。

［ご注意］全ての公演とも、マスク着用を必須とさせていただきます。
最新情報はハミングホールのホームページに掲載します。

■開館20周年記念　バーンスタイン
「キャンディード」（コンサート形式）

■HUMMING JAZZ DAY ~lecture and concert~

■第2回　若手落語家　落語バトル

■ロビーコンサート vol.240
『口笛で奏でるランチタイム』 
 2月24日㈬正午開演／入場無料

大・小ホールは令和4年3月分、その他の施設は
令和3年9月分です。なお、市民を対象とした調整
会議は、3月2日㈫午後1時30分から行います。

ロビーコンサート

発売中の公演

3月の施設利用申込み

3月13日㈯午後3時開演／大ホー
ル／全席指定／一般7,000円･友
の会6,500円／［演出］田尾下哲
／［出演］大田翔（SiriuS）、田中俊
太郎（SiriuS）、鈴木玲奈、成田伊
美、今井学、石川界人（声優）ほか
／［指揮］横山奏／［管弦楽］
東京21世紀管弦楽団／バーンスタインの名作

「キャンディード」を数々のオペラ・ミュージカルを
手がける田尾下哲演出にて上演！豪華ソリストを
キャスティングしたハミングホールだけのスペシャ
ルステージ／未就学児入場不可。

3月26日㈮午後2時開演／小
ホール／全席自由／一般1,000
円・友の会800円／［出演］増圭
介、鈴木瑛子ほか／[曲目] A 
Night in Tunisia, 他／ジャズの
歴史や変遷を特別編成でお届
け！／未就学児入場不可。

3月28日㈰午後2時開演／小ホール／全席指定
／一般3,000円・友の会2,800円／［出演］三遊亭
好吉、三遊亭天歌、笑福亭希光／昨年市内で
開催「まちなか落語バトル」勝者 三遊亭好吉に
二人の落語家が挑戦!!／未就学児入場不可。

ハミングホールの
ホームページ

「声のはーもにい」を　　　　　
　　　　 貸し出します

　目の不自由な方のために、2月15日発行の男女
共同参画情報誌「はーもにい」第41号の内容を
ＣＤに吹き込んだ「声のはーもにい」を無料で貸
し出します。ご希望の方は地域振興課までご連絡
ください。
▷申込み・問合せ　地域振興課・内線1715まで。

広報に関するお知らせ

市の最新情報はこちらをご確認ください

市公式ホームページのバナー広告を募集しています

「声の広報」をお届けします

▷ 申込み・問合せ　秘書広報課（市役所4階）・
内線1411まで。

　市公式ホームページに掲載するバナー広告を随
時募集しています。掲載期間は原則、月の初日から
末日までの1か月単位です（長期掲載割引有）。掲
載企業等の要件、申込方法等の詳細は、市のホーム
ページをご覧ください。

市のＳＮＳをご利用ください
　市では、現在以下のＳＮＳ（ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービス）を活用して情報発信を
行っています。ぜひ、ご利用ください。

　東やまと市報の内容をCDに録音した「声の広報」
を、東やまと市報の発行日（1日、15日の月2回）に
自宅等にお届けします。「声の市議会だより」（年4
回程度）、「声の公民館だより」（奇数月1日発行）も
共にお届けします。
▷ 対象者　視覚障害等の理由で、広報を読むことが
できない方

市公式ＬＩＮＥ

市公式ツイッター

市公式ホームページ

三遊亭 好吉

石川界人

鈴木 瑛子増 圭介

市公式フェイスブック

市役所☎042−563−2111（代） 東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関する問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　☎　042-528-3722へ

広告

令和 3 ・ 2 ・ 1 5 8


